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ゼミにより 2 班に分け（Ａ班，2011年 6 月28日
～ 7 月 1 日；Ｂ班，同年 7 月 1 日～ 4 日：いず







の質問10項目（問 1 － 1 ～問 1 －10）および海
浜実習の目的に対する教育効果を評価するため




5 段階で自己評価し（ 5  よくあてはまる， 4  
あてはまる， 3  どちらともいえない， 2  あて
































問 1 および問 2 における海浜実習前後の得点
変化を，それぞれ図 1 および図 2 に示した。分
析対象データは，問 1 は243～245例，問 2 は
229～245例であり，有効回答率は92.7～99.1%


































































難救助に不可欠の要素なので，問 1 － 1 （周り
をみて状況判断できる），問 1 － 3 （重要なこ












































































































































問 1 － 1 　周りをみて状況判断できる
n=210, r=0.80
問 3 － 1 　オリエンテーション 0.18
問 3 － 2 　水難救助実習 0.33
問 3 －10　集団生活 0.16
問 1 － 2 　考えを他人に伝えられる
n=210, r=0.73
問 3 － 2 　水難救助実習 0.28
問 3 － 8 　実習ノート・レポート 0.23
問 1 － 3 　重要なことを自分で決断できる
n=210, r=0.70
問 3 － 2 　水難救助実習 0.34
問 3 － 8 　実習ノート・レポート 0.20
問1－ 4　目標に向かって全力を出せる
n=209, r=0.82
問 3 － 2 　水難救助実習 0.27
問 3 － 9 　実習実施場所の自然 0.19
問 3 －10　集団生活 0.13
問 1 － 5 　振り返りを行い，それを次に生かせる
n=210, r=0.74
問 3 － 1 　オリエンテーション 0.21
問 3 － 9 　実習実施場所の自然 0.41
問 1 － 6 　自分と他人の存在価値を認めている
n=210, r=0.83
問 3 － 5 　講話Ⅰ 0.37
問 3 －10　集団生活 0.20
問 1 － 7 　自主的に行動できる
n=208, r=0.74
問 3 － 2 　水難救助実習 0.24
問 3 － 8 　実習ノート・レポート 0.30
問 1 － 8 　生命の大切さを感じている
n=210, r=0.86
問 3 － 5 　講話Ⅰ 0.41
問 3 － 9 　実習実施場所の自然 0.24
問1－10　意欲的に学習している
n=208, r=0.78
問 3 － 1 　オリエンテーション 0.20
問 3 － 7 　ゼミ別Ｍ・役割分担 0.30




問 3 － 1 事前オリエンテーション
問 3 － 2 水難救助実習（コンタクトレスキュー，チューブレスキュー，心肺蘇生法）
問 3 － 3 マリンスポーツ基礎実習・応用実習（カヤック，スノーケリング，オープンウォータースイム）
問 3 － 4 全体プログラム（ビーチ沖で円陣を組んで校歌斉唱）
問 3 － 5 講話Ⅰ（生命教育，救急救命）
問 3 － 6 講話Ⅱ（沖縄と戦争）・平和学習
問 3 － 7 ゼミ別ミーティング・ゼミの役割分担
問 3 － 8 実習ノート記入・レポート作成
問 3 － 9 実習実施場所の自然環境
問 3 －10 集団生活
各質問項目について，問 3 － 1 ～ 3 － 8 では「 5  かなり積極的・熱心に取り組んだ」，「 4  積極的・熱
心に取り組んだ」，「 3  どちらともいえない」，「 2  あまり積極的・熱心に取り組めなかった」，「 1  積極
的・熱心に取り組めなかった」の 5 段階評価で回答し，問 3 － 9 ～ 3 －10では「 5  かなり印象に残った」，





問 2 － 1 　人は自然の中で生かされていると思う
n=209, r=0.88
問 3 － 4 　全体プログラム 0.24
問 3 － 6 　講話Ⅱ 0.35
問 2 － 2 　周りに積極的に協力する
n=208, r=0.79
問 3 － 1 　オリエンテーション 0.15
問 3 － 2 　水難救助実習 0.28
問 3 － 3 　マリンスポーツ実習 0.19
問 3 － 7 　ゼミ別Ｍ・役割分担 0.28
問 3 － 8 　実習ノート・レポート 0.20
問 2 － 3 　学校等で子どもには海浜実習が必要だと思う
n=208, r=0.81
問 3 － 3 　マリンスポーツ実習 0.34
問 3 － 6 　講話Ⅱ 0.27
問 2 － 4 　 他の実技科目にも意欲的に取り組みたい
n=206, r=0.84
問 3 － 1 　オリエンテーション 0.16
問 3 － 5 　講話Ⅰ 0.32
問 3 －10　集団生活 0.14
問 2 － 5 　海に関わる体育等の指導者になりたい
n=206, r=0.70
問 3 － 1 　オリエンテーション 0.13
問 3 － 7 　ゼミ別M・役割分担 0.21
問 2 － 6 　今後の学生生活について考えることがある
n=207, r=0.83
問 3 － 3 　マリンスポーツ実習 0.42
問 3 － 8 　実習ノート・レポート 0.13
問2－ 7　怪我人がいたら応急手当をする
n=206, r=0.79
問 3 － 2 　水難救助実習 0.22
問 3 － 5 　講話Ⅰ 0.31
問2－ 8　自然環境に配慮した取り組みができる
n=205, r=0.77
問 3 － 2 　水難救助実習 0.35
問 3 － 8 　実習ノート・レポート 0.21
問2－ 9　卒業後の人生について考えることがある
n=202, r=0.81
問 3 － 2 　水難救助実習 0.28
問 3 － 6 　講話Ⅱ 0.24
問2－10　他者との信頼関係をつくれる
n=195, r=0.84
問 3 － 1 　オリエンテーション 0.12
問 3 － 5 　講話Ⅰ 0.23
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図 1　問 1（研究対象学部の教育目標に関連する問）の各項目における海浜実習前後の得点変化
値は全て平均値±標準誤差
図 2　問 2（研究対象海浜実習の目的に関連する問）の各項目における海浜実習前後の得点変化
値は全て平均値±標準誤差
